
【背景】

手術後の神経機能障害は、患者の機能的予後に関わる重大

な問題であり、これを予防するための術中神経モニタリン

グの役割は重要である。当院では、様々な手術でモニタリ

ングが実施されており、その内容は患者の病態により多岐

にわたる。さらに、手術という即時的な対応が求められる

環境下ゆえに、モニタリング上、異常が見られた場合の対

応はその手術を担当する少数のスタッフの判断に委ねられ

ているのが現状である。また、モニタリングのための機器

設置や波形の解読に関するピットホールが数多く存在する。

そのため、より信頼性と安全性の高いモニタリングを実施

するには、個人の知識と経験に頼るだけでなく、担当する

スタッフ間の情報共有とその対応を標準化することが重要

である。我々は、その方策としてモニタリング時のチェッ

クリストと波形変化時の対応フローチャートを導入し、そ

の効果について検討した。

【方法】

モニタリング時のチェックリストと波形変化時の対応フロ

ーチャートを導入し、「導入前」（2006年 12月～2015年
6月）と「導入後」（2015年 7月～2016年 7月）について
比較検討した。

【結果】

チェックリストとフローチャートの導入前後におけるモニ

タリング施行件数はそれぞれ 821件、および 390件であっ
た。術操作以外の原因による波形低下出現の件数は導入前

で 99件（12.1％）であったが、導入後は 4件（1.03％）に
著明に減少した。

【結語】

チェックリストとフローチャートを導入し、スタッフ間の

情報共有と対応の標準化を行ったことで、術中神経モニタ

リングの信頼性と安全性が向上したと考えられた。
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